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人口・面積( 57. 3. 1)
世 帯　212, 079
人 口　627, 024
男　317, 243
女　309, 781

面 積　53. 25km2
人口密度　11, 775 人/ km2

昭和57年度当初予算が確定
総 額1, 245 億3, 789 万4 千 円

昭
和
五
十
七
年
度
当
初
予
算
は
、
三
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
区
議
会
定

例
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
額
は
、

一
般
会
計
千
十
七
億
五
千
七
百
二
十
万
九
千
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
二
百
二
十
七
億
八
千
六
十
八
万
五
千
円
、
合
計
千
二
百
四
十
五
億
三
千

七
百
八
十
九
万
四
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
て
四
・
七
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般

会
計
予
算
の

あ

ら

ま

し

新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
区
の
基

本
計
画
に
Iつ
た
う
「
調
和
の

と
れ

た
、
心
畳
か
な
住
み
よ
い
足
立
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
実
施
計
画
を
積
極

的
に
具
体
化
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
ま
し
た
が
、
特
に
、
「
生
活
環

境
の
整
備
」
、
「
活
力
と
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
街
づ
く
り
」
、
「
裲
祉
の
充

実
」、
『
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
』、

「
教
育
の
充
実
」
な
ど
の
重
点
項
目

を
掲
げ
、
財
源
を
優
先
的
に
配
分
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
区
財

政
を
と
り
ま
く
環
境
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
お
よ
ぴ
東
京
都
は
、
財
政
再
建

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
超
緊
縮
型

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
特
に
、
国

の
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
金
の
削
減
等
、
歳
出
の
抑
制
に
伴

っ
て
当
区
の
財
政
に
も
少
な
か
ら
ぬ

彫
響
を
お
よ
ぱ
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
最
気
の
動
向
は
依
然
と

し
て
低
迷
を
続
け
、
五
十
七
年
度
の

区
碗
収
入
に
大
き
な
伸
び
を
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
区

政
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
自
ら
の
内
都
努
力
に
よ
っ
て

財
源
の
確
保
に
務
め
、
新
た
な
行
政

隔
要
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
「
事
務
事
業
の
見
直

し
制
度
」
を
導
入
し
、
既
定
事
務
事

業
の
改
善
・
合
理
化
や
人
件
費
を
含

め
た
内
部
曹
理
経
費
の
節
減
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
九
億
九
千

万
円
が
節
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
親
水
対
策

や
公
園
造
成
な
ど
、
生
清
環
境
の
整

歯
の
た
め
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
定
期
的
な
事
務
事
業

の
見
直
し
に
よ
り
、
経
賢
の
効
率
的

執
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
五
十
七
年
度
の
主
な
新
規

事
業
、
充
実
を
図
っ
た
事
業
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
予
算
課
へ

。

一 般 会 計
予算の規模および目的別分類

―歳 入―

―歳 出―

昭和57年度予算総括表

57年度の主な新規事業・拡充事業 ●印は新規事業

首都の生活をささえる自立するまち
商工振興

● モデル商店街事業・・… ………………… …………………… 500 万円
産業振興館の施設改修・管理運営等… ………………… 8, 007 万円

中小企業融資事業
中小企業融資基金預託金の増額
( 融資枠の拡大、預託金絶額4 億4, 000万円)…… … 2, a00万円

運転 ●設備 ●小規模特別責金の信用保証科…… ………… 604 万円
● 中小企業動労者共濱会の設立準偏………………… ………… 689 万円
● 区民農園新設( 2 か所、200区画) ………………… ……… 1, 040万円
●市街地再闢発(綾瀬- T 目地区再開発事業補助その他) … 6, 145万円
広報活動の充実
「わたしの便利帳・グラフ足立」の発行………… ……… 3, 477 万円

● 「テレワイド足立(仮称)」の製作………………… ………… 692 万円
緑と水の 豊かな潤い のあ るまち
足立の花火大会助成………… …………………… ………… 3, 170 万円
親水水路の整備( 3か年計画●第2年次)見沼代用水840m7億3, 665万円

● 壻J I I鏝岸改修( 設計委託)… …………………… …………… 1, 200 万円
緑化の推進(苗木配布、桜の記念植椡その飽) …………… s, 039 万円
公園の新設・改良(造成251 、設計委託8圜その他) … 10噫1, 960万円

連帯 して築 く、 心の ふれあい の豊かな まち
高額療養責金貫付〔剔 件〕…………… ……………… 1 億3, 200万円
難病患者福祉手当の支給( 33疾病1

● 16e
人) …………… 1臆1, 136万円

ねたきり老人巡回入浴事案( 65* 以上、廷2, 160人)…… … 2, 447万円
ねたきり老人家政婦派遣事葉{ 65箴以上、延13, 9BO枚F・・・7, 270万円

● 付添看鏝料差額助成… ……………… …………………… 2位5, 521万円
心● 籃害I甌レ クりエーション事剣900 人) ………… ……… 385 万円

● 陂休不自由 児父母の会 助成 … … … … … … … … … … … … …… 914 万円

身体陣害者 自動車運転免 許取得助成事婁( 25 人) …… … … … 275 万円

重度心身 障害者遇回 入浴事 業

( 15 歳から64 歳までの自宅 で入浴困賺な 人) … … … … … … 476 万円

生活実 習所 の管理運営( 定貝増33 人→39 人) … … … … …… 5, 195 万円

● 国際 障害 者年事業( 行動計画 書作成) … … … … … … … … … … … 38 万円

● 足立 区私立保育所施 設整備資金利子 補給事業… … … … … … … 釦万円

● 誕生 証書 の交付… … … … … … … … … … … … … … … … … … … 240 万円

● 老 人館( 児童 鏥併設) 建設 建設2 か所はヵヽ・・… … … …… 5 億2, 276 万円

都 市整傭指導( 市街化予 想図作製等) … … … … … … … … …… 1, 525 万円

● 遊 歩道整備1 か 所… … … … … … … … … … … … … … … … 7, 98a 万円

子 どもの遊び場 設置助成31 か所 … … … … … … … … … … … 521 万円

婦 人間題対策( 婦 人行動 計画策定等) … … … … … … … … … 1, 006 万円

健 康 と安 全 が 保 陣 さ れ、 安 心 して 住 め る まち

公害防止施設 整備資金の 信用保 証料及び利子 補給… … … 1, 526 万円

● 都市防災不燃化 促進計画作 成等… … … … … … … … … … … 1, 448 万円

● 防災対策( 無線模写電 送装置設置) … … … … … …… … … … … 440 万円

● 防火用貯水 槽設瞿2 か所… … … … … … … … …… … … … 1, 680 万円

歯科衛生指 導( 歯 科検診、母子 ● 科健康診査) … …… … … 1, 211 万円

公衆浴場 の育成… … … … … … … … … … … … … … …… …… 2, 318 万円

虞人痢予防(歳人桷一一鰻冐かん・45a飃がん・子售がん検診・成人病相朏等14, 725 万円

献血椎 進運動… … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 441 万円

● 保健 相談所改築( 江北) … … … … … … … … … … … … … … 4億6, 546 万円

公共下 水道整備14, 685m … … … … … … … … … … … 44 億6, 109 万円

私道緋 水設備助成5, 細 菌 ●… … … … … … … …… … …… 6, 625 万円

交 通 施 投 の と と の っ た 便 利 な ま ち

● 遠路 計画基本調 査… … … … … … … … … … … … … … … … … 1, 522 万円

駅 前 広 場 整 備 計 画 策 定 調 査 … … … … … … … … … … … … … … 611 万 円

歴 史 や 風 土 を 愛 し 、豊 か な 教 青 が 保 障 さ れ 、文 化 の 創 造 で き る ま ち

● 舎 人 セ ン タ ー( 仮 称) 建 設( 出 張 所 、図 書 館 、 社 会 教 育 館 、

児 童 館 、老 人 餘 併 設) 〔 設 計 委 託 等 〕… … … … … … … … … 1, 640 万 円

小 ● 中 学 校 校 舎 内 外 装( 10 剴 … … … … … … … … … … …… 3 徳145 万 円

● 枚 地 購 入{ 借 地 買 収5 杖} … … … … … … … … … … … … 7 億729 万 円

教 育 機 器 実 験 校 運 営( 学l 実1 機, 校 内 放 送 セ ン タ ー) ( 3 校) ・・・3, 118 万 円

● 特 色 あ る 学 校 づ く り の た め の 施 設 、 設 慵 等 の 整 備 … … … 4, 200 万 円

● 林 間 学 園 建 設( 57- 58 年 度 継 続 事 業1 剛 … … … … … 12 億660 万 円

私 立 幼 稚 園 等 園 覧 保 鏝 者 負 担 軽 減( 3 歳 児1, 052 人 、

4 歳 児5, 264 人 、5 歳 児5, 346 人) … … … … … … … 5 億4, 737 万 円

文 化 財 保 晨 、文 化 財 保 護 審 議 会 運 営 、文 化 財 現 状 詞 査 … … 1, 133 万 円

学 校 開 校{ 遊 び 鳰 開 放16 校 、龝 設 闢 放 Ⅲ 校 、ス ポ ー ツ 閨 敏3 校} 3, 152 万 円

図 書 館 の 図 書 充 貳79, 358 冊) … … … … … … … … … … … 1 億539 万 円

部 門 別 指 導 者 講 習 会( 5 種 目) … … … … … … … … … … … … … 142 万 円

地 域 ス ポ ー ツ 敬 室( 5 教 劃 … … … … … … … … … … … … … … 706 万 円

区 民 大 運 動 会( 体 育 の 日) … … … … … … … … … … … … … 1, 394 万 円

● 区 民 プ ー ル 建 設〔 建 設 工 事1 か 所( 仮 称 ・ 中 央 本 町 プ ー ル) 、

初 度 爾 弁1 か 所( 仮 称 ・ 東 綾 瀬 公 園 プ ー ル) 〕… … … … 2 穩5, 519 万 円

計 画 実 現 の た め の 条 件 整 備

● 足 立 区 土 地 躙 発 公 社 に 対 す る 事 務 費 負 担 金 ・ 貸 付 金 … … 2 億183 万 円

第3 出 張 所 建 設( 設 計 委 託 等) … … … … … … … … … … … … … 529 万 円

区 制50 周 年 記 念 事 業

● 記 念 行 事( 記 念 式 典 、区 民 の つど い 、区 の 吸・マ・-チ の 制 定 、区 民 憲 章 推 進 事 業) 1, 823 万 円

● 区 民 ま つ り( 区 民 ま つI ) 実 行 委 月 会 助 成 、区 民 ま つ り の 運 営) 6, 480 万 円

● 記 念 事 葉( レ ー ガ ン 桜 の 記 念 植 樹 、 記 念 標 語 募 集 、 作 文 コ ン ク ー ル,

「 区 制50 年 の あ ゆ み 写 真 集 」・「 足 立 区 町 名 の 由 来 」発 行 ・・l , 】56 万 円

―調和のとれた　心豊かな住みよい足立―



昭 和57 年4 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

春の全国交通安全運動
実施期間… 4 月6 日～15 日
交通安全はル ールとマナ ーから

四
月
は
、
新
入
学
(
圜
)
児
が
初
め
て
、
親
か
ら
離
れ
て
街

に
出
る
時
で
も
あ
り
、
ま
た
質
候
が
暖
か
く
な
り
f
孑
ど
も
た

ち
が
活
発
な
屋
外
活
動
を
す
る
季
節
で
す
。
こ
の
時
期
は
子
ど

も
の
交
通
事
故
が
増
え
ま
す
の
で

、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
保
護
者
な

ど
ま
わ
り
の
人
達
が
、
子
ど
も
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

◎
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止

▼
子
ど
も
が
路
上
で
遊
戯
や
、
通

学
時
、
帰
宅
後
等
の
「
ふ
ざ
け
な

か
ら
の
歩
行
」
、道
路
へ
の
飛
ぴ
出

し
そ
し
て
い
た
ら
、
ま
わ
り
の
人

達
が
注
意
を
し
て
あ
げ
ま
し
I
つ

▼
お
年
寄
り
に
対
し
て
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
お
年
寄
り
の
特
性
(
視

力
、
聴
力
、
足
腰
等
の
身
体
機
能

の
低
下
)
を
よ
く
理
解
し
、
運
転

中
に
お
年
寄
り
を
発
見
し

た
時

は
、
特
に
気
を
つ
け
ま
し
I
つ
。

ま
た
、
家
族
や
ま
わ
り
の
人
も
気

を
つ
け
て
あ
け
ま
し
I
つ

◎
バ
イ
ク
と
オ
ー
ト
バ
イ
の
交
通
事

故
防
止

バ
イ
ク
、オ
ー
ト
バ
イ
の
事
故
の
大

半
が
無
理
な
運
転
で
起
き
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
I
つ
。

▼
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
し
、
常

に
制
限
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼
ほ
か
の
車
両
や
歩
行
者
の
勳
き

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
交
差
点

で
は
、
右
左
折
車
に
注
意
し
、
ま

た
左
折
単
の
後
輪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う

▼
ヘ
ル
メ
'
卜
を
必
ず
か
ぶ

り
ま
し
ょ
う

◎
自
転
事
の
安
全
利
用
の
促
進

▼
自
転
車
に
よ
る
事
故
で
最
も
多

い
の
は
、
交
差
点
で
の
出
合
い
頭

の
事
故
で
す
。
交
差
点
で
は
、
必

ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確
認
し
ま
し
I

つ

▼
子
と
も
が
自
転
車
を
便

用
す
る
時
は
、
ひ
と
こ
と
注
意
し

て
か
ら
カ
ギ
を
度
す
よ
う
に
し
ま

し
I
つ

▼
雨
の
日
に
か
さ
を
Iさ

し
て
の
片
手
運
転
、
手
や
(
ン
ド

ル
に
物
を
さ
ぱ
た
り
、
飲
酒
運
転

等
は
や
め
ま
し
I
つ

◎
家
族
ぐ
る
み
で
、
若
い
人
の
交
通

事
故
防
止

▼
家
庭
に
は
、
還
転
者
、歩
行
者
、

自
転
車
利
用
者
等
、
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
が
い
ま
す
。
母
親
が
中

心
と
な
り
、
夕
食
後
な
ど
に
、
交

通
安
全
の
問
題
を
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

話
し
合
い
ま
し
I
つ

▼
交
通
事

故
の
大
半
が
、
若
年
層
の
無
課
運

転
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
『
安
全

運
転
家
族
会
議
』
等
を
開
き
、
事

故
防
止
に
つ
い
て
、
家
族
ぐ
る
み

で
活
し
a
、
'夊
し
ょ
う

運
動
期
間
中
以
外
で
も

交
通
安
全
を
願
っ
て
、
次
の
日
を

「

交
通

安

全
日

」
と

定

め
、

区
民

に

注
意

を

呼

ぴ
か

け
て

い
ま

す

。

▽
交

通

安
全
日
・
・・
毎

月
十

日

▽

特

別
交

通

安
全

日
・・・
毎

月

第
四

月

曜
日

※

い

ず
れ

も

、
休
祭

日
の

時

は

翌
日

。

▽

二
輪

事

、
自

転

車
安

全
日
・
・
。毎
月
(

日

やさしく走ろうTOKYO

区
で
は
、
交
通
安
全
映
画

(
映
写
機
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
暗

幕
等
)
・
紙
芝
居
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
交
通
安
全
係

へ
ど
う
ぞ
。

交
通

災
害

見
舞
金
制
度

四
月
一
日
か
ら
足
立
区
交
通
災
害

見
舞
金
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。
従

来
、区
で
は
、特
別
区
交
通
災
害
共
済

の
見
舞
金
旁
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
子

ど
も
や
お
年
寄
り
の
方
を
対
象
に
、

区
が
一
人
一
口
分
の
掛
金
を
負
担
し

加
入
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
変

わ
り
、
新
制
度
は
区
民
の
方
が
万
一

事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
区
が
直
接

に
見
舞
金
を
支
給
し
て
、
本
人
や
家

族
の
方
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内
在

住
で
、
交
通
災
害
を
受
け
た
冂
に

四
蔵
以
上
中
学
生
ま
で
と
七
十
歳

以
上
の
方

。

対
象
と
な
る
交
通
災
害

自
動
曜
、

電
眼
な
ど
の
陸
上
交
通
機
関
の
み

で
な
く
、
航
空
機
、
船
舶
等
に
よ

る
人
身
事
故
も
含
ま
れ
ま
す

請
求
で
き
る
方

負
傷
の
場
合
は
本

人
、
死
亡
の
場
合
は
要
綱
に
定
め

る
遺
族
(
た
だ
し
、
四
歳
以
上
中

学
生
ま
で
は
親
櫓
者
)

請
求
期
間

交
通
災
害
を
受
け
た
冂

か
ら
二
年
以
内

支
給
額

下
表
の
と
お
り

請
求
に
必
要
な
も
の

▽
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
交

通
事
故
証
明
書

▽
医
師
の
交
付

す
る
診
断
書
ま
た
は
死
体
検
案
書

▽
住
民
票
の
写
し

▽
印
か
ん

▽
代
理
人
が
閘
求
す
る
楊
合
は
委

任
状

▽
死
亡
の
場
合
は
、
交
通

災
害
者
と
請
求
者
と
の
関
係
を
証

す
る
戸
籍
謄
本
等

□
交
通
災
害
共
済

二
口
ま
で
の
加
入

を
ど
う
ぞ

見
舞
金
制
度
の

開
始
に
よ
り
、
い

ま
ま
で
、
区
が
一

口
掛
金
を
負
担
し

て
い
た
方
は
、
ご

自
分
で
も
う
一
口

分
の
加
入
し
か
で

き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
四
月
一
日
か

ら
は
二
口
ま
で
加

入
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
有
利
な
団
体
加
入
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
町
会
、
自
治
会
等

の
団
体
加
入
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

交
通
安
全
係

福
祉
事

業
あ
ん
な
い

身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー

四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年

度
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
四
月
か
ら
新
た
に
次
の
夕

ク
シ
ー
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
に
。

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

▼
共
同
無

線
タ
ク
シ
ー

▼
日
の
丸
タ
ク
シ

ー
問
合
せ
先

陣
害
福
祉
係

身
体
障
書
者
の
方
へ

自
動
車
燃
料
費
を

一
部
負
担
し
ま
す

対
象

▼
体
幹
機
能
障
害
お
よ
び
内

部
障
害
で
三
級
以
上
の
方

▼
下

肢
機
能
障
害
で
四
級
以
上
の
方
　

▼
自
助
市
税
お
よ
ぴ
軽
自
助
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
万
(
た
だ

し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
と
の
併
給

は
で
き
ま
せ
ん
)

※
五
十
六
年
度
助
成
認
定
者
の
方

で
、
五
十
七
年
度
分
の
申
脯
を
し
て

い
な
い
方
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

障
害
福
祉
係

お
年
寄
リ
の
家
庭
に
設
置
し
ま
す

非
常
ベ
ル
・

連
絡
用
ブ
ザ
ー

急
病
や
災
害
等
の
緊
急
事
態
の

時
、
事
故
か
ら
お
年
寄
り
を
守
る
た

め
、
非
常
ベ
ル
、
連
絡
用
ブ
ザ
ー
を

取
り
つ
け
ま
す
。

対
象

▼
非
常
ベ
ル
上
(
卜
五
歳
以

上
の
I
人
ぐ
ら
し
か
、
六
十
五
歳

以
上
の
み
の
世
帯

▼
連
絡
用
ブ

ザ
ー
上
(
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き

り
の
老
人
の
い
る
家
庭

費
用

無
料

申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
、

足
立
社
会
福
祉
協
峨
会
ま
た
は
区

役
所
老
人
福
祉
係
へ

※
な
お
、
非
常
ベ
ル
、
連
絡
用
ブ
ザ

I
の
取
扱
い
は
、
四
月
か
ら
足
立
区

社
会
福
祉
協
議
会
へ
移
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

足
立
区
社
会
襌
祉
協
議

会
(
　
(
(
(
一
一
五
五
〇
)
、

老
人
福
祉
係

老
人
世
帯
の
方
へ

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

区
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
の
方
に
福
祉
竜
話
を
貸
与
し
、

使
用
料
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

六
十
五
歳
以
上
の
一
人
世
帯

ま
た
は
世
帯
の
全
員
が
六
十
五
歳

以
上
の
世
帯

申
込
期
限

四
月
三
十
具

上
期
分
)

申
請
に
必
要
な
も
の

世
帯
全
員
の

住
民
票
、
印
か
ん

※
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
調
査
の
う

え
、
選
定
委
貝
会
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

老
人
福
祉
係

請
求
は
お
済
み
で
す
か

第
三
回
特
別
弔
慰
金

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
へ
の
第

三
回
特
別
弔
慰
金
は
、
昭
和
五
卜
七

年
五
月
七
日
で
時
効
と
な
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

昭
和
五
十
年
四
月
一

日
以
後
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
}

日
ま
で
の
間
に
遺
族
年
金
・
公

務
扶
助
料
等
の
受
給
権
者
が
い
な

く
な
っ
た
場
合
で
、戦
没
者
の
子
・

父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

お
よ
ぴ
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
三
覯

等
内
の
親
族
の
順
序
に
よ
る
先
順

位
者
(
た
だ
し
、
他
の
遺
族
の
方

が
受
給
し
て
い
る
場
合
は
除
き
ま

す
)

申
請
・
問
合
せ
先

援
護
係

福
祉
手

当

(
国

制
度
)

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
の
方
へ
の

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
昭
和
五
十
七

年
四
月
期
分
(
昭
和
五
十
六
年
十
二

月
～
昭
和
五
十
七
年
三
月
分
)
を
。

四
月
十
日
頃
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
受
給
者
の
方
に
は
振
込
後

支
払
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

障
害
福
祉
係

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

「
し
ま
ね
園
」

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
し
ま
ね
園
」

に
空
室
が
出
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
抽
選
を
行
い
ま
す
。

入
園
資
格

▼
都
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

で
、
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
出
来
る
方

▼
月
収
十
五

万
円
以
下
の
方

な
お
、
病
気
な
ど
に
よ
り
、
独

立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
退
所

し
て
い
た
だ
き
ま
す

※
夫
婦
寔
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
が

少
な
い
た
め
入
所
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

申
込
期
限

四
月
十
二
日

抽
選
日

四
月
十
九
日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
福
祉
係

相
談
日
の
変
更

四

月

か
ら

次
の

と

お
り

相
談

日

が

変
更

に

な
り

ま

す

。

行

政

相
談
・・
・
毎

月

第
三

金

昭
日

人

権

身
の

上
相

談
=
・
毎

月

第
二

火

曜
日

《
区
民
相
談
室
》

足
立
区
勤
労
者

共
済
制
度
に
関
す
る

調
査
へ

の
ご
協
力

中
小
企
業
に
勳
く
動
労
者
の
福
利

厚
生
制
度
は
、
大
企
業
に
比
較
し
て

格
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
足
立
区
に
お
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る
か
を
詞
査

し
、そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

足
立
区
勤
労
者
共
済
(
互
助
)
制
度

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
も

の
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
期
限

四
月
三
十
日

調
査
対
象

ほ
内
の
中
か
企
業
の
う

ち
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
事
業
所

の
事
業
主
、
お
よ
ひ
従
業
貝

調
査
書
配
布

足
立
区
高
齢
者
事
業

団
の
会
員
が
対
象
事
業
所
に
直
接

う
か
が
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
書

の
回
収
も
行
い
ま
す

問
合
せ
先

動
労
福
祉
係

生
活
用
品
交
換
情
報
コ
ー
ナ
ー

皆
さ
ん
の
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

生
活
用
品
を
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
生
酒
用
品
交
換
情
報
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

登
録
期
間

九
十
日
間

交
換
方
法

価
格
、
運
搬
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
双
方
で
直
接
蛞

し
合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い

※
交
渉
が
成
立
、
ま
た
は
登
録
が

不
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

登
録
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
(
七
〇
-
一
三
九
二

国民 健 康保険・

国民年金からの

お知らせ

国
民
健
康
保
険

◎
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
、
保
険

料
率
お
よ
び
保
険

料
の
賦
課
方
法
が

変
り
ま
す

今
ま
で
所
得
割

順
は
、
前
年
度
の

住
民
税
を
基
礎
に

算
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十

七
年
度
か
ら
、
現

年
度
の
住
民
税
額

を
算
出
基
礎
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
四
月
発

行
の
「
国
保
だ
よ
り
」
で
、
ご
案

内
し
ま
す
。

◎
助
産
費
が
増
額
さ
れ
ま
す

四
月
以
降
の
出
産
に
つ
い
て

は
。
十
万
円
に
な
り

ま
す
。

今
ま

で
S

民

健

康

保

険
に

加
入

し
て

い

る
方

が

、
妊

娠
四

ヵ

月
(
(

十

五
日
)

以
上

で

出

産
(
死

産

、流

産

を
含

ひ
)

し

た

と
き

に

、
八
万

円

支
給

さ

れ
て

い
ま

し

た
か

、

四
月
以
降
十
万
円
に
増
額
さ
れ
ま

す
。(
た
だ
し
、社
保
等
の
方
は
国

保
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課

国
民
年
金

□
国
民
年
金
相
談

日
時

四
月
七
日
(
水
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所

区
役
所
二
階
国
民
年
金
課

※
当
日
は
。
都
か
ら
専
門
官
が
来

所
し
相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

□
四
月
は
、
福
祉
年
金
の
支
払
い

月
で
す

福
祉
年
金
を
お
受
け
の
方
は
、

四
月
十
一
日
が
日
曜
日
の
た
め
、

翌
日
(
月
昭
日
)
か
ら
、
指
定
の

郵
便
局
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課

募

集

し

ま

す

区
立
学
童
保
育
室

入
室
児
募
集

五
月
か
ら
開
設
す
る
学
竃
保
育

室
に
入
室
の
児
童
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
保
育
室
(
新
設
)

五

反
野
児
童
館
学
童
保
育
室
【
西

綾
瀬
】〒

一
一
一
三
)

申
込
受
付
期
限

四
月
十
六
日

入
室
で
き
る
児
重

か
学
校
一
～

三
学
年
の
児
童

申
込
で
き
る
方

保
護
者
が
勳
い

て
い
た
り
病
気
な
ど
の
た
め
、

下
校
後
の
児
童
の
世
話
が
で
き

な
い
方

保
育
期
間

昭
和
五
十
七
年
五
月

一
日
～
昭
和
五
十
(
年
三
月
三

十
一
日

募
集
人
員

四
十
名

費
用
(
保
護
者
負
担
金
)

児
童

一
人
あ
た
り
月
額
千
円

申
込
に
必
要
な
も
の

申
請
書
、

動
務
証
明
書
、
調
査
書
(
用
紙

は
五
反
野
児
童
館
で
配
布
し
ま

す
)
、
印
か
ん

申
込
先

五
反
野
児
童
館
(
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

問
合
せ
先

学
童
保
育
係

区
立
保
育
園

パ
ー
ト
募
集

職

種

保

母

、
用

務
・

給

食
調

理

資

格

▼

保
母
・
:
四

十

歳

未
満

の

女
性

で

、
保

母
賢

格

を

お
持

ち

の
方

、
ま
た

は
子

ど
も

を
冐

て

た
経

験
の

あ

る
方

▼
用

務

・

給

食

調

理
・・
・
四
十

歳

未
満

の

健

康
な

女
性

※
勤

務

す
る

際

に
健

康

珍
断

書

を

提
出

し
て

も

ら

い
ま

す

。

勤
務
場
所

区
立
保
育
園

勤
務
条
件

▼
産
休
代
替
保
母

時
間
・
:午
前
(
時
三
十
分
～
午

後
五
時
(
時
給
五
百
七
十
円
)

▼
特
例
保
育
保
母

時
間
・・・
午

前
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十

分
、
午
後
四
時
ヱ
(
時
(
時
給

六
百
二
十
円
)

▼
用
務
・
給

食
調
理

時
間
E
午
前
九
時
～

午
後
四
時
(
時
給
五
百
七
十
円
)

勤
務
方
法

申
し
込
み
に
よ
り
名

摶
に
登
録
し
、
保
育
園
に
パ
ー

ト
の
必
要
が
生
じ
た
と
き

申
込
方
法

履
歴
書
に
希
望
職
種

を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

申
込
・
問
合
せ
先

保
育
第
一
係

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

お
手
伝
い

内
容

ね
た
き
り
老
人
の
入
浴
時

の
介
護

資
格

四
十
歳
未
満
の
女
性

定
員

二
名

勤
務
先

老
人
会
館

勤
務
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四

時
三
十
分

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
福
祉
係

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
(
若
干
名
)

申
込
資
格

な
十
五
歳
以
上
二
十
(

歳
未
膺
の
単
身
男
子
の
方

▽
都
内
の
中
小
企
業
に
勤
務

し
、
申
込
日
前
三
ヵ
月
の
平
均

月
収
が
十
五
万
円
以
下
の
方

寮
の
所
在
地

千
住
桜
木
ニ
ー
一

五
一
一
一

一
〇
一

使
用
料

月
額
四
千
七
百
円
(
だ

だ
し
、一

気
代
は
自
己
負
担
)

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
福
祉
係

一
声
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
放
送

区
で
は
、
青
少
年
の
非
行
や
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
防
災
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用

し
て
、
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
放

送
を
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
す

が
、こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
四
月
一
日
～
九
月
三
十
日
=
・午

後
六
時

▽
十
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一

日
…
午
後
五
時
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保

健
・
衛

生

成

人

病

検

診

日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
～

十
時

対
象

嗣
三
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
項
目

心一

図
、
眼
底
、
尿
、

血
液
等
約
三
十
項
目
(
胃
、
子
官

が
ん
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用

五
千
円

申
込
方
法

一
括
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

　
八
五
五
-
四
一
五
一

子
宮
が
ん
検
診
・

胃
の
検
診
(
再
募
集
)

子
宮
が
ん
検
診

検
診
日
時

五
月
七
日
・
十
四
口
・
二

十
一
日
・
二
十
(
日

午
後
一
時

対
象

膺
三
十
歳
以
上
の
区
民
で
、

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方

定
員

各
回
三
十
五
名

検
診
で
き
な
い
方

生
理
中
の
方
や

生
理
終
了
後
三
日
経
過
し
て
い
な

い
方
、
婦
人
科
医
で
冶
一

申
の
方

胃
の
検
診
(
再
募
集
)

検
診
日

五
月
十
一
日
・
十
八
冂

午
前
中

対
象

膺
三
十
五
歳
以
上
の
区

民

で
、
過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方

定
員

各
十
五
名

検
診
で
き
な
い
方

胃
の
手
術
を
し

た
方
や
胃
病
で
治
家
中
の
方
、
ま

た
は
胃
病
と
診
断
さ
れ
た
方
、
自

覚
症
状
の
多
い
方
は
、
直
接
医
療

機
関
で
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
方
は
、

生
理
の
初
口
か
ら
十
日
目
ま
で
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い

子
宮
が
ん
・
胃
の
検
診
と
も

検
診
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用

▽
子
宮
が
ん
検
診
…
九
百
円

▽
胃
の
検
診
・
:千
二
百
円

※
た
だ
し
、
生
活
保
譛
世
帯
の
方
は

生
S
の
し
お
り
を
、
住
民
税
非
課
税

肬
帯
の
方
は
住
民
税
非
課
税
証
明
書

を
当
日
持
参
す
れ
ば
免
除
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
印
か
ん
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
匚
、
于
宮

が
ん
検
診
、
ま
た
は
胃
の
検
診
希

望
と一

き
、
希
望
検
診
日
、住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
(
胃
の

検
診
の
み
)
を
明
記
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
(

ガ
キ
ー

人
一
枚
に
限
り
ま
す
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
と
な

り
ま
す
。

申
込
期
限

四
月
十
口
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
(

〒
Ⅲ
伊
具
町
前
沼
一
一
五
七
-

六

　
(
五
五
-
四
一
五
一
)

四
十
歳
女
性

保
健
栄
養
教
室

対

象

千

住

保
健

所
管

内
の

昭

和

十

六

年
t

二

月
末

日

生
ま

れ

ま
で
の

方

日

程
・

内

容

▼

四
月

十

三
日
(
火
)

・・
・
貧
血

検

査
、

塩
分

測

定
、

栄

養

の

お
話

し

、
ス

ラ

イ
ド

▼

四

月

二

十
日
(

火
)
:
'

調
理

実
演

と

試

食

▼

四

月
二

十

七
日
(

火
)

…

楽

し

く
身

体

を
動

か
そ

う

費
用

無

料
(

た

だ

し

、
貧

血
検

査

を

希
望

す

る
方

は

二
百

四

十
円
)

場
所

・
問

合

せ
先
F

住

保

健
所

　
(
(

八
-

四

二

七

七

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

日
程
・
会
場

右
下
表
の
と
お
り

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
、
振
番
冂
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
神
明
出
張
所
管
内
の
方

は
四
月
か
ら
千
住
保
健
所
管
内
に
変

わ
り
ま
し
た
。

受
付
時
間

▽
千
住
保
健
所
管
内
・・・

午
前
十
時
～
正
午

▽
足
立
保
健

所
管
内
…
午
後
一
時
三
十
分
～
三

畤
三
十
分

□

犬
の

鑑

札
再

交

付
手

数

料
等

が
四

月

一
日

か

ら
改

正

さ
れ

ま
し

た

▽

鑑

札
再

交

付
手

数

り

二
(

百

三

十

円

▽

注

射
済

燬

交
付

手

数
糾
‥・・
瘋

百

六

十

円

▽

注

射
済

祭

再

交
付

手
数

料
:
一
百

八

十

円

※

飼

い

犬

が
死

亡
し

た
り

、

い
な

く

な

っ
た

り
し

て
、

現

在
飼

っ

て
い

な

い
場

合

に
は

、
衛

生

係
ま

た

は
出

張

所

で

廃

犬
届

の
手

続

き

を
し

て

く
だ

さ

い
。

問
合
せ
先

衛
生
係
ま
た
は
保
健

所

飼い犬の登録と狂犬病の予防注射日程表

各

種

相

談

□

一

設
健

康

相
談

日

程

毎

週
火

曜

日
・

木

曜

日

※

受

付
時

間

は
、

午

前
九

時
～

十

時

三

十
分

検

診

内
容

▽
無

料
・
'・
血

圧

、
身

長

、
体

重
、

視

力

測
定

等

▽

有
料
・・
・
X
線

、

検
尿

、

血
液

検

査
等

□
精

神
衛

生

相
談

日

時

四

月

二

十
日
(

毎

月

第
二

火

曜
日
)

午

後

一
時

三
十

分
～

四

時

担
当

神
経

精

神
科

専
門

医

申
込

方

法

電
話

予

約

問
合

せ

先

い

ず
れ

も

、
中

央

本

町

保

健
相

談

所

　
(

八

〇
一

一
一

六

五

献

血
の

中
止
の
お
知
ら
せ

四
月
十
四
日
(
水
)
東
和
銀

座
商
店
会
館
の
献
血
は
、
都
合

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ひろば
□
点
字
教
室
を
開
設
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
点
字
を
習
っ
て
み
た
い

方
、
ま
た
も
う
一
度
点
字
の
学
習
を

し
た
い
方
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

毎
月
第
三
水
曜
日

午
後
一

時
丕
二時

場
所

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
視

霓
障
害
研
修
窒

問
合
せ
先

土
田

　
八
(
七
上
二

九
七
六

□
中
川
短
縮
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時

四
月
十
一
日
(
日
)
午
前
九

時
(
小
雨
決
行
)

場
所

中
川
堤
防
(
中
川
こ
丁
目
)

距
離

ニ
キ
ロ
ヱ
(
キ
ロ
(
年
齢
別
)

対
象

中
学
生
以
上
の
方

参
加
費

三
百
円
～
五
百
円

申
込
期
限

四
月
七
日

申
込
・
問
合
せ
先

森
田
(
中
川
二

上
一
五
-
五

　
六
〇
六
一
一
〇

四
九
)

□
太
極
拳
教
室
生
徒
募
集

日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
六
時
三

十
分
～
(
時
三
十
分

場
所

足
立
区
体
育
館
ま
た
は
中
央

本
町
体
冐
館

費
用

入
会
金
…
千
五
百
円
、
月
・・
‘

千
五
百
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
を
便
用

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
日
本
中

風
友
好
協
会
準
備
局
【
千
田
古
千

谷
三
-
一
1

】二

　
六
(
六
-

四
四
三
五
〔
夜
間
〕)

□
東
西
文
化
の
交
流
と
源
を
求
め
て

テ
ー
マ

中
央
ア
ジ
ア
史
(
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
)
他

内
容

講
屓
、
映
画
、
談
論

会
場

竹
の
塚
社
会
教
育
館

日
程

月
二
回
(
平
日
午
後
六
時
三

十
分
～
八
時
四
十
分
)

会
費

年
間
六
百
円

定
員

三
十
名
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

四
月
十
五
口
(
必
着
)

申
込
先

文
化
学
習
会
【
〒
Ⅲ
青
井

六
-

】〒

七
(
)

問
合
せ
先

田
山

　
(
五
〇
-
五

八
八
一
i

間
)

投
稿
規
定

▼
サ
「
ク
ル
情
報
、行
事
、催
し
も
の
、

甜
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
(

ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲

載
、
不
掲
載
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
罸

▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
跏
千
住
一
-
四
1

一
八
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
7
)

新
聞
、雑
誌
、図
一
の
中
で
も
、

差
別
文
章
、
差
別
記
事
、
差
別
用

語
な
ど
に
よ
る
差
別
事
象
か
み
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
、
ド
ラ
マ
な
ど

で
も
、
部
落
差
別
夕
助
長
す
る
よ

う
な
言
勳
か
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
に
認
識
の
な
い
執

筆
者
本
人
の
無
理
解
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
く
社
会
に
増
幅
さ
れ
る
危

険
を
も
つ
も
の
で
す
。

特
に
東
京
に
は
、
全
国
の
出
版

社
や
放
送
関
係
の
本
社
が
集
中
し

て
い
る
の
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

差
別
は
、
全
国
各
地
に
大
き
な
彫

響
を
及
ぱ
し
て
い
る
こ
と
を
深
く

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
就
学
、
就
職
、
結

婚
な
ど
で
、
同
和
地
区
そ
離
れ
て

生
活
す
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
同
和
地
区
の
出
身
者
で

あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
陰
に
隅
に

多
く
の
差
別
を
受
け
て
い
る
事
実

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
区
の
施
股
の
建
物

の
壁
な
ど
に
「
エ
タ
」
な
ど
と
い

う
部
落
差
別
を
助
長
す
る
悪
質
な

落
一
き
か
し
て
あ
る
こ
と
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
落
書
き
は
、
単
な

る
い
た
ず
ら
と
し
て
見
す
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
和
地
区
出

身
者
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
傷

つ
け
、
人
を
不
幸
に
追
い
こ
ん
で

し
ま
う
こ
と
で
す
。

差
別
す
る
側
で
は
、
差
別
を
し

て
い
る
と
い
う
意
識
が
な
い
場
合

が
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
部
落
差
別
の
深
刻
さ

が
、
時
の
支
配
階
級
に
よ
っ
て
、

つ
く
ら
れ
、
強
化
さ
れ
た
歴
史
的

な
背
景
の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な

い
と
、
「
差
別
さ
れ
る
側
」
の
立

場
に
立
つ
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

差
別
の
な
い
社
会
、
そ
れ
は
、

国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
認

識
に
立
ち
、
お
た
が
い
に
、
他
人

の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
″

う
。
人
権
が
正
し
く
尊
重
さ
れ
る

よ
う
、
理
解
の
輪
を
ひ
ろ
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
同
和
問
題
に

対
す
る
正
し
い
ご
理
解
と
解
決
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
r
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

千
住
の植

木
ま
つ
り

地
元
商
店
街
が
主
催
し
、
区
の
後

援
で
「
榿
木
ま
つ
り
」を
行
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
植
木
等
の
即
売
の
ほ

か
、
緑
の
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時

四
月
十
日
(
土
)
・
十
一
日

(
日
)
午
後
一
時
～
九
時

場
所

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

お
よ
ぴ
、
千
佳
本
町
商
店
街
(
旧

日
光
街
遭
)

※
な
覡

両
日
は
、
交
通
規
制
に
よ

り
車
の
進
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
の

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

緑
政
係

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

花
い
っ
ぱ
い

コ
ン

ク
ー
ル

美
し

く
咲

い

た
花

は
、
人

の
心

を

和

ら
げ

豊

か
に

し
ま

す

。
地

域

や
学

校

、
職

場

ぐ
る

み
で

協

力
し

合

い
、

美

し
い

四
季

の

花

を
咲

か
せ

明
る

く

美

し
い

ま

ち
そ

っ

く
り

ま
し
I

つ

。

区

と

足
立

区

新
生

活

運
動

推

進
委

員
会

で

は
、
こ

の
よ

う

な
花

壇

を
対

象

に
花

い

っ
ぱ

い
コ

ン

ク
ー

ル

や
・
關
一

催

し
ま

す
。

審
査

基
串

は
、
花

の

咲
き

具
合

ふ
。‘

は

じ
め
、
地

域
の

協

力

に
よ

る
丹

精

の

あ
と

が

見
ら

れ
、

日
常

の

手
入

れ

が

十
分

か
、

ま

た
地

域
の

状

況

に
調

和

し
て

い
る

か

な

ど
で

す
。

春
と

秋
の

二

回
現

地

審

査

を

行

い
、
そ

の
合

計

点
で

秤
価

し

ま
す
。

春
は
四
月
下
旬
、
秋
は
九
月
下
旬
に

行
い
ま
す
。

な
お
、
入
賞
団
体
は
十
】
月
下
旬

に
開
催
予
定
の
『
足
立
区
環
境
づ
く

り
区
民
大
会
』
に
お
い
て
表
彰
し
ま

す
。

応
募
・
問
合
せ
先

振
興
係

自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

区
で
は
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
重

点
目
標
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
も
、
緑
に
対
す
る
親
し
み

や
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

今
年
も
「
自
然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、く
わ
し
い
募
集
方
法
等
は
、

改
め
て
、
「
区
の
お
知
ら
せ
」
に
掲

載
し
ま
す
。

問
合
せ
先

緑
政
係

第5 回自然と緑の
写 真コンクール入賞作品

緑
の
羽
根
募
金
に

ご
協
力
を

東
京
と
い
う
と
、
す
ぐ
「
高
膕
ビ

ル
」
と
か
「
車
と
人
の
洪
水
」
な
ど

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
ま
だ
ま
だ
緑

の
少
な
い
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。そ

ん
な
東
京
を
緑
豊
か
に
す
る
た

め
に
、首
都
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

今
年
も
「
緑
の
羽
根
」
募
金
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

募
金
期
間

三
月
一
日
～
五
月
十
五

日
(
十
六
週
間
)

な
お
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
緑
政
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
区
内
め
ぐ
り

施
設
見
学
会
の
か
知
ら
せ

区
内
に
あ
る
区
や
都
の
施
股
に

つ
い
て

、
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
、
広
報
課
で
は
年
間

二
十
回
の
施
設
見
学
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ご
自
分
の

目
で
区
内
施
設
を
確
か
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

今
回
の
施
設
見
学
会
は
、
次
の

要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

四
月
二
十
二
日
(
木
)

。

二
十
三
日
(
金
)
の
二
日
間
、

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

頃
解
敵
予
定

参
加
資
格

区
内
在
住
の
膺
二
十

歳
以
上
で
健
康
な
方

定
員

各
日
と
も
二
十
四
名

見
学
施
設

足
立
清
掃
工
場
、
竹

の
塚
温
水
プ
ー
ル
、老
人
会
館
、

小
台
汚
水
処
理
場
な
ど

申
込
方
法

一
話
で
広
報
課
へ

申
込
期
間
四
月
五
日
～
九
日

参
加
費

無
料
(
昼
食
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。
当
選
者
に
の
み
(

ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先

広
報
課

道
路
占
用
(
看
板
・
日
除
)

許
可
申
請
が
必
要
で
す

皆
さ
ん
が
商
売
や
営
業
を
行
う

う
え
で
、
そ
の
宣
伝
目
的
等
の
た

め
区
道
の
上
空
に
賞
板
、
日
除
を

掲
出
し
て
い
る
場
合
は
、
遭
路
占

用
杵
可
が
必
要
で
す
。

ま
だ
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
の
た
め
に
、
現
在
、
区
の
担
当

職
貝
が
手
続
き
の
脱
明
に
お
う
か

が
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

路
政
課
占
用

係

中
小
企
業
融
資

小
規
模
特
別
資
金

区
で
は
四
月
一
日
か
ら
、
今
ま

で
の
資
金
に
加
え
、
小
規
模
特
別

賢
金
を
新
設
し
ま
し
た
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象
企
巣

足
立
区
中
小
企
業
融

資
制
度
の
対
象
企
業
の
・つ
ち
、

従
業
貝
五
名
(小
売
・
サ
ー
ビ
ス

業
二
名
)
以
下
で
、か
つ
緊
急
の

運
転
賢
金
を
必
要
と
す
る
企
業

限
度
糲

百
万
円

利
率

年
七
%

返
済

三
年
以
内
(
す
え
一
き
期

閭
六
ヵ
月
を
含
ひ
)

問
合
せ
先

商
工
係

区
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

区
民
ま
つ
り
づ
く
り
を

◎
誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
、
心
か

ら
だ
の
し
め
る
ま
つ
り
を

区
民
ま
つ
り
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
自
主
的
な
手
づ
く
り
の

ま
つ
り
で
す
。

区
民
ま
つ
り
に
ど
ん
な
彌
し

を
出
し
た
い
"
"
こ
ん
な
こ
と
な

ら
で
き
る
"
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

や
労
力
提
供
が
で
き
、
ま
つ
り
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

地
域
銀
興
課
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教育センター各種教養講座受講生募集
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
各
種

教
養
講
座
(
初
心
者

対
象
)
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
今

回
は
、
英
会
話
、
中

困
語
に
続
き
、
新
た

に
り
ラ
ン
ユ
語
講
座

を
闃一
講
し
ま
す
。

‘

発
音
や
基
礎
的
な

知
識
を
は
じ
め
、
日

冪
会
話
の
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
標
に
、
初

歩
的
な
内
容
の
約
五

ヵ
月
間
(
延
二
十
回
)

の
講
座
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
語
会
話

に
興
味
を
お
持
ち
の

万
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

申
込

・
問

合

せ

先

教

育

セ
ン

タ
ー
(

〒
Ⅲ

竹

の

塚
二

上

一
五
-

一
二
　

　
(

五
〇
一

八

八

〇

一
)

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
案
内

□
硬
式
テ
ニ
ス
コ
ー
ス
(
初
級
者
)

日
時

五
月
十
四
日
ヱ
(
月
十
一
日

の
毎
遍
金
曜
日
(
全
五
回
)
午
前

十
時
～
十
一
時
三
十
分

対
象

テ
ニ
ス
歴
二
年
未
満
の
一
般

区
民

内
容

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
礎
技
術

定
員

五
十
名

費
用

各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

五
月
七
日
(

金
)
午
前
十
時
か
ら

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
コ
ー

ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
テ

ニ
ス
匣
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
四
月
十
日
ま
で

の
消
印
有
効
)

□
コ
ロ
ン
・
コ
ロ
ン
教
室

日
時

五
月
七
日
ヱ
(
月
二
十
五
日

の
毎
週
金
一
日
(
全
八
回
)
午
後

四
時
～
五
時

対
象

五
歳
児
～
小
学
生

内
容

柔
道
の
受
け
身
を
中
心
と
し

た
軽
運
動

定
員

五
十
名

費
用

各
回
百
円

オ
刃
エ
ン
テ
ー
シ

。ン

四
月
三
十

日
(
金
)
午
後
四
時
か
ら

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
M

□
柔
道
教
室

日
時

五
月
七
日
上
(
月
二
十
五
日

の
毎
週
金
叩
日
(
全
八
回
)
午
後

五
時
上
(
時

対
象

コ
ロ
ン
・
コ
ロ
ン
教
室
終
了

の
小
学
生
お
よ
ぴ
、
受
け
身
の
で

き
る
小
学
生

内
容

柔
道
の
基
礎
技
術

定
員

五
十
名

費
用

各
回
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

四
月
三
十

日
(
金
)
午
後
五
時
か
ら

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話

□
家
庭
婦
人
弓
道
教
室

日
時

五
月
十
四
日
ヱ
(
月
十
八
日

の
毎
週
金
曜
日
(
全
六
回
)
午
前

十
時
～
十
一
時
三
十
分

対
象

家
庭
婦
人

内
容

弓
道
の
基
礎
技
術

定
員

三
十
名

費
用

各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

五
月
七
日
(

金
)
午
前
十
時
か
ら

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話

□
弓
道
教
室

日
時
五
月
十
八
口
～
六
月
ニ
ト
ニ

日
の
毎
週
火
曜
冂
(
全
六
回
)
午

後
一
時
三
十
分
犬
こ
時

対
象

一
般
ほ
民

内
容

弓
道
の
基
礎
技
術

定
員

三
十
名

費
用

各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

五
月
亅
一

日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
竜
話

□
弓
道
中
級
者
講
習
旁

日
時

四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

対
象

有
段
者

内
容

講
義
=・
射
法
(
節
に
つ
い
て

実
技
・
=審
査
形
式
に
よ
る
練
習

定
員

三
十
名

費
用

四
百
円

講
師

久
野
三
男
氏
(
教
士
六
段
)

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
一
話

□
健
康
・
体
力
づ
く
リ
相
談

日
時

毎
週
日
曜
日

午
前
十
時
～

午
後
三
時
(
費
用
無
料
)

対
象

一
般
区
民

内
容

ど
ん
な
運
動
を
と
の
く
I
り

い
、
ど
の
よ
・つ
に
し
た
ら
よ
い
か

な
ど
の
処
方
お
よ
び
、
各
種
相
談

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時

毎
週
日
昭
・日

午
前
九
時
三

十
分
～
午
後
三
時
、
毎
週
水
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
七
時

対
象

一
般
区
民
お
よ
び
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
ク
ー
の
各
教
室
・
コ
ー
ス

参
加
者
(
費
用
無
料
)

内
容

脈
拍
、
血
圧
、
尿
、
肺
活
一

等
の
測
定
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

※
な
お
、
硬
式
テ
ニ
ス
コ
ー
ス
、
家

庭
婦
人
弓
道
教
室
お
よ
ぴ
、
弓
道
教

室
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
健
康
チ
ェ
y

ク
を
必
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
シ
'
ン
に

出
席
さ
れ
な
い
場
合
は
、
各
コ
ー
ス

お
よ
ぴ
、
教
室
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
合
ユ
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
〒
Ⅲ
東
保
木
問
ニ
ー

ニ
七
一

一

　
(
五
九
-
(

已

一
) ス

ポ
ー
ツ

都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
陸
上
競
技
大
金

日
時

四
月
二
十
九
日
(
木
)
午
前
(

時
(
雨
天
の
場
合
は
五
月
二
日
)

場
所

区
営
平
野
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費

一
人
三
百
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
ど
う
ぞ

申
込
期
限

四
月
十
五
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
陸
上
競
技
協

会
(
〒
Ⅲ
千
住
元
町
一
(
-

一
七

区
立
第
三
中
学
校
内

辻
野
膺

　
(
(
(
-

七
四
四
六
)

□
柔
道
大
会

日
時

四
月
二
十
五
日
(
口
)
午
前

九
時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

各
学
年
別
・
段
別
i

人
戦
)

参
加
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
一
年
生
以
上
の
方

参
加
費

一
人
三
百
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
ど
う
ぞ

申
込
期
限

四
月
十
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
柔
道
会
(
〒

哨
南
花
畑
三
-
三
三
-
二
四

野

村
方

　
(
(
四
一
二
四
六
一
)

□
剣
道
大
会

日
時

四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前

九
時
か
ら

場
所

足
立
区
体
育
館

種
目

段
別
峨

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費

無
料

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

学
年
(
年
齢
)

、
段
を
記
入
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

四
月
十
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
剣
道
連
盟
(
〒

旧
扇
ニ
ー
(
-

一
三

長
溯
方

　
(
九
〇
上
(
七
四
(
)

親
と
子
の
体
操
教
室

期
間

昭
和
五
十
七
年
五
月
十
四
日

～
昭
和
五
十
八
年
三
月
二
十
五
冂

の
毎
週
金
昭
日
(
(

月
、
一
月
、

二
月
を
除
く
延
三
十
回
)

時
間
A

組
…
午
前
十
時
～
十
時
五

十
分
、
B
組
・・・
午
前
十
一
時
～
十

一
時
五
十
分

参
加
資
格

区
内
在
住
の
次
の
方
A

組
…
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日

～
九
月
三
十
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

と
そ
の
親
、B
組
・
=昭
和
五
十
Ξ

年
十
月
一
日
～
翌
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親

場
所

足
立
区
体
育
館

定
員
A

・
B
と
も
各
百
絅

受
講
料

無
料

申
込
方
法

体
育
踝
に
あ
る
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
(
定
只
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
踝

区
民
軟
式
野
球
大
会

期
日

五
月
二
日
・
九
日
・
十
六
日
・

二
十
三
日
の
日
曜
日
(
延
四
日
閧
、

雨
天
順
延
)

場
所

区
営
千
生
新
橋
グ
ラ
ン
ド

出
場
資
格

区
内
在
住
・
在
動
の
十
(

歳
以
上
(
十
六
歳
以
上
の
勤
労

青
少
年
を
含
ひ
)
の
区
民
で
編
成

さ
れ
、
教
育
委
員
会
に
登
録
し
て

あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

募
集
チ
ー
ム
数

百
十
ニ
チ
ー

ム
(

先
着
順
に
受
付
け
し
、
定
数
に

な
り
次
第
締
切
り
)

参
加
費

無
料

申
込
方
法

体
育
課
所
定
の
用
紙
に

よ
り
、
直
接
窓
口
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

フ
ァ
ミ
リ
ー

体
力
テ
ス
ト

教
育
委
員
会
お
よ
ぴ
体
育
指
導
委

員
会
で
は
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
手

軽
に
で
き
る
、
体
力
テ
ス
ト
を
考
案

し
ま
し
た
。

健
康
・
体
力
づ
く
り
の
入
門
の
手

引
き
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ご
清
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
用
紙
は
電
話
で
ご
壻
求
く

だ
さ
い
。

請
求
・
問
合
せ
先

体
育
課

ス
ポ

ー
ツ
リ

ー
ダ
ー

募

集

教
育
委
員
会
で
は
、
区
民
の
体
力

増
進
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

に
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

種
目

ヱ
ポ
ー
ツ
全
般

対
象

二
十
五
歳
以
上
の
方

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

青
年
サ
ー
ク
ル
に

講
師
を
派
遣

対
象

区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル
お
よ

び
グ
ル
ー
プ

助
成
内
容

一
団
体
に
つ
き
講
師
一

名
(
九
千
円
以
内
)

申
込
方
法

申
込
一
(

青
少
年
係
、

青
年
館
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

手
芸
教
室

東
部
セ
ン
タ
ー

日
時

四
月
十
四
日
、
五
月
卜
九

日

午
後
一
時
～
四
時

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容

初
歩
の
つ
ま
み
画

定
員

三
十
名
(
先
着
順
)

費
用

基
礎
つ
ま
み
:
半
六
百
円

短
冊
つ
る
ば
ら
・・・
二
千
三
百
円

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
開
始
日

四
月
六
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー

　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

足立区少年鼓笛隊

合唱団新入生募集

練
習
日
時

五
月
二
十
九
日
か
ら

毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
～
四
時
(

た
だ
し
、
眷
・
夏
・
冬
休
み

期

間

中
は

休
み
)

練

習

場

所

第

一
鼓

笛

隊
・・
・
梅
鳥
小

学

校

、

第

二
鼓

笛

隊
・
・・
千

寿

第

六
小

学
校

、
第

三

鼓

笛

隊
…
綬
瀬

小
学

校

、
第

一

合
唱

団
・・・

五
反

野

小

学
校

、
第

二
合

唱

団
・
・・
千

寿
第

三
小

学

校

応
募
資
格

四
月
現
在
、区
内
に

在
学
の
小
学
校
四
年
生

募
集
人
員

鼓
笛
隊
=・
百
二
十
名

合
唱
団
・・・
七
十
名

申
込
方
法

申
込
一
(

各
小
学
校

に
あ
り
ま
す
)
に
記

入
の
う
え
、
学
校
長

の
承
認
を
得
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

四
月
二
十

日
(
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
遇
)

※
な
お
、
所
属
の
隊
お

よ
び
団
は
、
教
育
委
員

会
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

【
〒
1
2
0
千
住

】-
四
1

λ
)

お
子
さ
ん
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
へ

□
少
年
相
談

日
時

毎
週
火
曜
日

午
前
九

時
～
午
後
四
時

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

問
合
せ
先

青
少
年
係

□
電
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時

毎
週
火
噌
日
～
金
昭
口

午
前
十
時
～
午
後
四
時

電
話
(
(

四
―
七
(
六
七

掲
示
板

東
京
都
中
小
企
業

施
設
改
善
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

説

明

会

こ
の
制
度
は
、
主
に
小
規
模
企

業
者
を
対
象
に
、店
舗
・
工
場
等
の

改
善
、防
災
・
省
エ
ネ
股
備
等
の
設

髷
に
必
要
な
賢
金
を
、
金
融
機
関

を
通
じ
て
融
資
す
る
も
の
で
す
。

融
資
条
件
は
、
長
期
で
、
か
つ

都
が
そ
の
利
子
の
一
都
を
補
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
低
利
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
時

四
月
九
日
(
金
)
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

場
所

区
産
業
振
興
館
第
一
・
第

ニ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

労
働
経
済
局
設
備
助

成
課

　
二
匸
〒
五
一
一
一

ガ
ス
溶
接

短
期
技
能
講
習
会

日

時

四

月

二

十
一

日
丕

一
十
四

日
(

延

四

日

間
)

午

後
五

時
三

十

分
'
‘
(

時
四

十

分
(
た

だ
し

、

土

曜
日

は

午

後
○

時
三

十

分
～

六
時

五
十

分
)

場

所

都

立

江
戸

川

高
等

職

業
訓

練

校

定

員

四

十

五
名

受

講

料

千

円

受

付
日

時

四

月

十

三
日
!

一
十

日

午

前

九

時
～

午

後
(

時
(

た
だ

し
、
土

曜
日

は
正

午

ま

で
、
日

昭
・

祝

祭
日

は

休
み
)

申

込
方

法

直

接

窓
口

へ

申
し

込

ん
で

く

だ
さ

い

申

込
・

問

合
せ

先

都
立

江
戸

川

高
等

職

業
訓

練

校

　

六

五
Ξ
-

一
四
四

二

三
級
簿
記
検
定

短
期
講
習
会

日
時

四
月
十
二
日
工
(
月
十
六

日

午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

場
所

都
立
王
子
高
等
職
業
訓
練

校
内
容

▼
初
歩
的
な
複
式
簿
記
の

説
明
と
記
帳

▼
各
種
帳
簿
と

伝
票
の
説
明
と
記
帳

▼
決
算

お
よ
ぴ
三
級
程
度
の
総
合
演
習

の
各
コ
ー
ス

定
員

四
十
五
名

受
講
料

一
コ
ー
ユ
に
つ
き
千
円

申
込
方
法

受
講
願
一
に
必
要
亊

項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を

隰
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
期
限

四
月
十
日

※
な
お
、
各
コ
ー
ス
単
独
に
受
講

で
き
ま
す
が
、
三
コ
ー
ス
を
一
貫

し
て
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
王
子
高

等
職
業
訓
練
校

　
九
ご
〒

三
五
七

】

建
築
・
設
備

法
規
講
習
会

日
時

四
月
十
九
日
ヱ
(
月
三
十

日
(
週
三
回
、
延
三
十
日
閧
)

午
後
六
時
～
九
時
十
分

場
所

都
立
赤
羽
高
等
職
業
訓
練

校
定
員

三
十
名
(
先
S
順
)

受
講
料

六
千
五
百
円

申
込
方
法

受
講
願
一
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を

添
え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限

四
月
十
日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
赤
羽
高

等
職
業
訓
練
校

　
九
〇
九
―

八
三
三
四

薬
事
衛
生
事
務
所
を

新
設
し
ま
す

四
月
一
日
か
ら
、
薬
事
に
関
す

る
地
域
の
総
合
的
な
事
務
処
理
機

関
と
し
て
、
特
別
区
内
に
三
ヵ
所

の
薬
事
衛
生
事
務
所
や
。開
股
し
ま

し
た
。

な
お
、
足
立
区
を
所
管
す
る
事

務
所
の
名
称
、
所
在
地
は
次
の
と

お
り
で
す
。

□
東
京
都
東
部
薬
事
衛
生
事
務
所

所
在
地

中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬

町
一
一

三
、
共
同
ビ
ル
四
階
(

　
六
六
三
-
四
六
九
一
)

問
合
せ
先

東
都
薬
事
衛
生
事
務

所
、
ま
た
は
都
衛
生
局
薬
務
課
(

　
二
匸
〒

五
一
二
)

消
防
官
採
用
試
験

受
験
資
格

大
学
、
短
大
、
高
校

卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す

る
者
で
、
昭
和
二
十
(
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
(

た
だ
し
、
昭
和
五
十
(
年
三

月
卒
業
見
込
者
は
除
く
)

採
用
予
定
人
員

約
百
五
十
名

試
験
日

五
月
二
十
三
日
(
日
)

申
込
期
間

五
月
六
日
～
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
消
防
庁

人
事
部
人
事
課
採
用
係
(
苧
川

千
代
田
区
大
手
町
一
一
三
一
五

　
二
匸
〒

二
一
一
一
)

生
涯
教
育
一
般
講
座

日
時

四
月
～
十
二
月
(
毎
月
二

回
)
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所

国
立
教
青
会
館
(
千
代
田

区
霞
が
開
三
一
二
上
二
)

参
加
費

年
間
・
人

千
円
、
月
額

…
千
円

※
な
お
、こ
の
講
座
の
ほ
か
夜
間
・

高
年
・
青
少
年
学
習
講
座
等
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
四
月
の
予
定
日

は
十
三
日
と
二
十
七
日
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

野
村
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー

　
三
二
〇
一
一

八
六
一

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

し
尿
浄
化
槽

清
掃
経
費
軽
減
証

都
で
は
、
二
十
三
区
内
に
あ
る

届
出
済
み
の
し
尿
浄
化
槽
に
対
し

て
、
年
一
回
清
掃
料
金
の
一
都
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
し
尿
浄
化
槽
清
掃

経
贊
軽
城
趾
」
を
四
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
贊

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
済

み
の
し
尿
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た

分
限
住
宅
を
講
入
し
た
方
で
、
ま

だ
「
軽
減
証
」
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
下
水
遭
処
理
区
域
に
な

っ
て
か
ら
三
年
以
上
た
っ
た
地
域

に
あ
る
し
尿
浄
化
槽
は
、
今
年
度

か
ら
本
事
業
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先

都
清
掃
局
浄
化
施
設

課

　
二

二
-
五
一
一
一

お
礼

育
英
賢
金
貸
付
事
業

の
た
め
、
次
の
方
々
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
三
浦
昭
太
郎
(
東
和
一
一

五
-

五

綬
瀬
経
営
者
ク
ラ
ブ
)

▽
岡
本
ふ
み
(
台
東
区
台
東
三
-

二
一
一
七
)
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